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立山町社協だより 

心を込めて　お出迎え今月の
表紙

緊急事態宣言が解除され、「みらいぶくつろぎサロン」も少しずつ再開しています。
再開に先駆け、くつろぎ交流室ベランダの花壇を整えました。苗の提供や水やり、花壇整備に協力いただ
いた皆様ありがとうございました。
※みらいぶくつろぎサロンは、どなたでも参加できるサロン活動であり、みらいぶ 2 階くつろぎ交流室で開催しています。
　詳しくは、中面６P・７P の下段をご覧ください。
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　　　　令和2年６月1日現在（順不同）〈敬称略〉

　下記の皆様からご意見等を頂きながら、事業運営に努めてまいります。理事は令和元年から2年、評議員
は平成29年から4年任期となっております。（新任者の任期は、前任者の残任期間までである。）
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1
法人運営
事業
17,392

（19.20％）

6
ボランティア
活動事業
7,913

（8.27％）

�
基金運営
事業
120

（0.12％）

2
企画広報
事業
136

（0.14％）

7
居宅介護
支援事業
18,217

（22.81％）

�
共同募金
配分事業
2,672

（2.67％）

3
地域福祉
推進事業
16,918

（17.44％）

8
居宅介護
等事業
16,853

（17.44％）

�
生活福祉資金
貸付事業
566

（0.56％）

4
助成事業
203

（0.20％）

9
日常生活自立
支援事業
635

（0.63％）

�
出逢い応援
事業
2,592

（2.59％）

5
在宅福祉
サービス事業
182

（0.18％）

⓾
高齢者福祉
推進事業
7,487

（7.75％）

合　計　91,886（100％）

令和元年度決算報告

区　　分 収入済額 割合（％）

町 補 助 金 収 入 43,442 44.16

事 業 収 入 33,955 34.52

受 託 金 収 入 1,968 2.00

富 山 県 社 協
助 成 金 収 入 5,300 5.39

善 意 銀 行 2,700 2.74

共 同 募 金
配 分 金 収 入 2,663 2.71

会 費 収 入 1,619 1.65

寄 付 金 収 入 350 0.36

そ の 他 の 収 入 38 0.03

前 期 末 支 払
資 金 残 高 6,338 6.44

合　　　　計 98,373 100.00

（単位：千円）（単位：千円）

　令和元年度立山町社会福祉協議会会計決算が、5月28日、6月15日に行われた理事会及び評議員会書面評決で、承認されました。
収入総額は98,375,217円、支出総額は91,881,441円で、当期末支払資金残高は、6,493,776円となりました。

■支出の部■収入の部

※ 端数処理の関係で数値が一致しない項目があります。

支出の部支出の部

福祉活動を行う
ためのお金

（事業費支出）
9,052（8.4%）

福祉活動を行う
ためのお金

（事業費支出）
9,052（8.4%）

助成金支出
8,468（7.9%）
助成金支出
8,468（7.9%）

事務費支出
10,710（10.0%）
事務費支出
10,710（10.0%）

その他
10,182（9.5%）
その他
10,182（9.5%）

福祉サービスを
提供する人にかかるお金（人件費支出）
68,846（64.2%）

福祉サービスを
提供する人にかかるお金（人件費支出）
68,846（64.2%）

１０７，２５８１０７，２５８
収入の部収入の部
107,258    107,258    

（単位：千円）（単位：千円）

町から入るお金
（補助金収入）
44,454（41.4%）

町から入るお金
（補助金収入）
44,454（41.4%）

サービスを提供して
入るお金（事業収入）
33,395（31.1%）

サービスを提供して
入るお金（事業収入）
33,395（31.1%）

助成金収入
5,109（4.8%）
助成金収入
5,109（4.8%）

受託金収入
1,937（1.8%）
受託金収入
1,937（1.8%）

前期未支払資金残高
6,338（5.9%）
前期未支払資金残高
6,338（5.9%）

寄付金収入
41（0.1%）
寄付金収入
41（0.1%）

その他 9,378（8.7%）その他 9,378（8.7%）

町民の皆さんからいただいたいて
いるお金（会費収入） 1,582（1.5%）
町民の皆さんからいただいたいて
いるお金（会費収入） 1,582（1.5%）

共同募金配分金収入
2,594（2.4%）
共同募金配分金収入
2,594（2.4%）
善意銀行配分金収入
2,430（2.3%）
善意銀行配分金収入
2,430（2.3%）

令和2年度事業計画・収支予算
立山町社会福祉協議会では、令和元年度と同様の事業を展開していきます。
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　皆様から寄せられた募金額は、下記の通りとなっており、富山県共同募金委員会へ送金いたしました。
集まった募金の約7割は立山町で活用され、残りの3割は、富山県全体で福祉・災害に備えた活動に活用されて
います。立山町では、福祉団体による地域福祉活動等に役立てられています。　　　

●戸別募金  
●街頭募金
●法人募金
●学校募金
●職域募金
●イベント募金
●個人募金
●その他の募金
募金総額

3,080,400円
95,841円
25,000円

118,196円
62,832円
30,074円

100,000円
20,678円

3,533,021円

一般募金

●戸別募金 
●職域募金 
●その他の募金
募金総額

500,879円
155円

3,905円
504,939円

地域歳末たすけあい募金

立山町共同募金会 令和元年度募金実績報告

立山善意銀行 令和元年度決算報告

●立山善意銀行の事業内容について

　令和元年度の立山善意銀行預託金は、下記の通りとなり、各種社会福祉活動に役立てられました。
皆様の善意のお気持ちに感謝申し上げます。

　善意銀行では、あたたかい善意に
基づく金銭や物品のご寄付（預託）を
お受けしております。
　預託された善意は、町内福祉団体の
活動助成や災害時支援物資、また
町民の皆様に貸し出している車イス
の購入等、立山町の福祉に役立て
られています。

前年度繰越金
預 託 金
預金利息
積立金取崩収入

1,702,430円
1,397,837円

1,317円
1,500,000円

（4,601,584円）収入
運営費
事業費
●各福祉団体補助および助成
●自主事業
●借上料
●災害貸出
●一般貸出

（次年度繰越金

32,620円

3,257,000円
33,294円

269,640円
0円
0円

1,009,030円）

（3,592,554円）支出

〈収入の部〉
日赤社費 7,822世帯  3,911,000円

〈支出の部〉
日本赤十字社富山県支部  3,911,000円

日本赤十字社富山県支部立山町分区 令和元年度日赤社費収支報告
　令和元年度に皆様から寄せられた社費は、下記の通りとなっており、富山県支部へ送金いたしました。
社費の一部は、立山町での赤十字活動に活用されます。

共同募金活用先
■事務局運営（啓発グッズ、ポスター作製、街頭募金活動など）
■令和元年度共同募金配分金活用団体
●立山町手をつなぐ育成会（生活訓練事業）
●釜ヶ渕地区社会福祉協議会（緊急時安心連絡カード事業）
●立山町社会福祉協議会（住民支え合いマップ作り、サロン
活性化、広報誌発行、地域福祉ボランティア活用啓発、ふれ
あい食堂運営事業）

※詳細は赤い羽根共同募金HPをご覧ください（ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．akaihane.or.jp/）

立山町での赤十字活動について
●立山町赤十字奉仕団活動（慰問活動、街頭募金、救急法指導、献血啓発等）
●日赤立山町分区活動（災害時救援物資交付、義援金等の受付、防災啓発、事務局運営等）

事　　業 内　　容
1 火災時見舞い品等助成 火災被害を受けた方を対象に見舞い品（布団セット）を贈呈
2 町内福祉団体への助成 住民の安心・安全につながる活動を実施している団体への活動費助成
3 福祉推進活動への助成 子ども等の健全育成活動に協力している団体との共催事業の実施
4 日常生活用具貸出 車椅子等福祉用具の貸出し
5 物品寄付の受付・設置 福祉用具の寄付受付／町民交流サロンにおけるマッサージ器等の設置
6 事務局運営 適正な活動に向けた事務局運営(役員会の開催等)
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●生活福祉資金貸付事業
　資金の貸し付け及び必要な相談支援により、経済的な自立や安定した生活
　を送ることの支援を行います。

日常生活自立支援事業・生活福祉資金貸付事業

●日常生活自立支援事業
高齢者や障がいのある方が安心して暮らせるよう日常生活上の様々な
　サービス利用のためのお手伝いを行います。

＊新型コロナウィルス感染症の影響による休業等で生活資金にお悩みの方へ、
　特例貸付を行っております。下記をご覧ください。

　介護保険サービスを利用したいときや訪問介護を受けたいときは、立山町社
会福祉協議会の介護相談窓口へお気軽にご相談ください。

ケアサービスセンター（居宅介護支援事業所）
　介護が必要な状態になってもその人らしく在宅生活を送っていただける
様にケアマネジャーがサポート致します。
　皆様を温かい笑顔でお待ちしていますので、お気軽にご相談ください。

●ケアプラン作成
●介護保険サービス利用調整
●他の機関との連携による相談対応など

ホームヘルパーステーション
　日常生活を営むため自立支援を必要とする高齢者や障害者の
家庭にホームヘルパーが訪問し、次のようなお手伝いをいたします。
⒈身体介護に関すること
　●食事介助　●排泄介助　●衣類着脱介助
　●入浴介助　●日常生活に関する動作を一緒に行う
⒉生活援助に関すること
　●調理　●居住スペースの掃除、整理
　●生活必需品の買い物など

介護に関する悩みに寄り添います

生活に関する困りごとに寄り添います

立山町社会福祉協議会ケアサービスセンター
立山町社会福祉協議会ホームヘルパーステーション

専用電話　076－462－8074

緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に、
少額の費用の貸付を行います。
■対象者
　新型コロナウィルスの影響を受け、
休業等により収入の減少があり、緊
急かつ一時的な生計維持のための貸
付を必要とする世帯
■貸付上限額
　学校等の休業、個人事業主等の特
例の場合、20万円以内
　その他の場合、10万円以内

■対象者
　新型コロナウィルスの影響を受け、
休業等により収入の減少があり、緊
急かつ一時的な生計維持のための貸
付を必要とする世帯
■貸付上限額
　学校等の休業、個人事業主等の特
例の場合、20万円以内
　その他の場合、10万円以内

■据置期間
　１年以内
■償還期限
　２年以内
■貸付利子・保証人
　無利子・不要
■申込先
　立山町社会福祉協議会
　（立山町在住者）

■据置期間
　１年以内
■償還期限
　２年以内
■貸付利子・保証人
　無利子・不要
■申込先
　立山町社会福祉協議会
　（立山町在住者）

生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行い
ます。

総合支援資金緊急小口資金
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空白＝空きあり　塗りつぶし＝空きなし　令和元年12月13日現在　� ※各地区の送迎ルートについては、お問い合わせ下さい。

新型コロナウイルス感染予防対策のため、７月中の団体利用は休止中です。地区の送迎を午前中
のみ行っております。ボランティアや福祉活動等の利用についてはご相談ください。福祉バス運行予定

7月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
新瀬戸

5 6 7 8 9 10 11
下段

12 13 14 15 16 17 18
芦峅千垣立山 東谷 高野新川 大森利田

19 20 21 22 23 24 25
日中福田 釜ヶ渕

26 27 28 29 30 31

8月
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8
下段 高野新川 大森利田

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
東谷 岩峅千垣立山 釜ヶ渕 日中福田

23 24 25 26 27 28 29
鶴亀会

30 31

物品寄付の紹介［ペットボトルキャップ・古切手・その他（洗剤・衣類・タオル等）］

みらいぶくつろぎサロンの再開＆くつろぎ交流室の利用について

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

様
様
様
様

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

〈個人〉
澤越　　勉
朝野　桂子
高見ひとみ
森　　祐子
稲浪　京子
藤井　京子
村井　信一
菅田　栄子
戸田　　遥
古澤　良子
川越　　繁

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

かがやき保育園
大日町町内会
高原保育園
加藤瓦工事店
むつみ幼稚園
北銀立山支店
富山県保育士会
四谷尾協力員
大日町公民館
岩峅公民館
北日本新聞サービスセンター立山

〈団体〉

ペットボトルキャップ
収集活動に関する報告

キャップ430個の重さ＝約1kg
令和2年4月から５月末までの
回収数

約 １１６，５７３個

　ペットボトルキャップ収集
活動にご協力いただきありが
とうございます。
　収集活動の目安としては、
約100万個のペットボトル
キャップで、車いす1台分とな
ります。

※6月17日現在

坂井沢集落
うめ鉢旅行会
大森公民館
中米沢まめまめ体操クラブ
立山小学校

様
様
様
様
様

●

●

●

●

●

鍛治　忠光
森井　清子
水野　郁子
匿　　　名

　今般、新型コロナウイルスの予防対策として、
3月より活動を中止していましたが、国や県の
動向に合わせて、6月1日より段階的に活動を
再開しています。
　つきましては、下記の注意事項を厳守いただ
きますようお願いいたします。

みらいぶくつろぎサロンとは？？
みらいぶ2階くつろぎ交流室にて開設しているどな
たでも参加できるサロン活動で、平日の午前中に
様々なサロン活動が行われ、午後は、不定期でボラ
ンティア団体による演芸が披露されています。

みらいぶくつろぎサロン（サロン活動） くつろぎ交流室（サロン開設場所）
●開催時間は、従来通り10時～ 11時。
●７・８月の活動日は、月・水・金の午前中（通常は月～金）
　＊9月以降は、国や県の動向を見て判断。
● 3密を回避するため、利用定員は12名とし、団体の受入れ
　は中止。

●利用時間は、9時～16時（通常 17時まで）。
●土日、祝日は利用不可。（通常は、年末年始のみ休み）
● 3密を回避するため、利用定員は15名程度。

～共通注意事項～
●各自マスクを持参・着用
●飲食禁止＊但し、持参した飲み物での水分補給は可
●発熱等の風邪症状のある場合は、利用を自粛
●くつろぎ交流室出入り口にて、受付名簿へ記入

スカイウェル（電位治療器）＆マッサージ器の
利用について

●間隔を十分に確保するため上記機器の利用可能台数を制限
　（各 1台ずつ）
● 6月末頃より、新機種導入に合わせて、スカイウェルに、
　コインタイマーを導入（1回 30 円）。
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みらいぶくつろぎサロンは、立山町元気交流ステーション2階で実施しています。どなたでも参加いただけます。
■みらいぶくつろぎサロン7月・8月カレンダー

曜日 月 火 水 木 金

サロン内容 ちょいボラ あたまの活動 おたのしみの活動 からだの活動 こころの活動

7
月

午前の活動 
10：00〜11：00

第1・2・3・4
古紙で立体パズル
を作ろう

活動中止 第1・2・3・4・5
「気軽に健康体操」 活動中止

第1・2・5
ミニシアター

「綾小路きみまろ」
第3

「本の読み聞かせ」

午後の活動 
13：30〜14：30 午後の活動は、中止しています。

8
月

午前の活動 
10：00〜11：00

第1・3・4・5
「古切手の整理・し
おりづくり」

活動中止 第1・3・4
「気軽に健康体操」 活動中止

第1・3・4
ミニシアター

「立川志の輔」
第3

「本の読み聞かせ」

午後の活動 
13：30〜14：30 午後の活動は、中止しています。

地区社会福祉協議会の子育てサロン

【お問合せ先】�立山町社会福祉協議会�☎463-3356�または各地区社会福祉協議会まで　※予定は変更になる場合があります。地区のチラシや回覧などもご覧ください。

子育てサロンは、８月までは、全地区お休みいたします。
９月からの再開に向けて、準備しています♪

今後の地区社会福祉協議会の取り組みについて
　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、

各地区で行っているシニア・子育てサロン、その他行事等については会場、
規模、対策などについて検討しています。

　サロン活動や地域行事等での交流を心待ちにしておられる方々のため、
段階的な再開を目指しています。

地区社協の7月・8月の主な行事
　開催時には環境整備を図るため、

対象や人数の制限、内容の変更や縮小を行う場合がございます。
　ご理解ご協力をお願いいたします。

　詳しくはホームページをご覧ください。
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立山町社会福祉協議会の行事予定

◎善意銀行預託 （令和2年4月～令和2年5月受付分）　

福祉向上にあなたの善意

【金員預託】

ありがとうございます

※立山町・立山町社会福祉協議会が共同で実施した「手作りマスク募集・高齢者配布事業」
の期間外（5月7日～12日）及び立山善意銀行に寄付のあった方を記載しています。

住松　亘 様（野口）
匿名 様　３件

藤井　玲子 様（泊新）
匿名 様　３件

大岩　英明 様（五百石）
【物品預託（マスク）】

社会福祉法人 立山町社会福祉協議会
立山町ボランティアセンター
〒930-0221 立山町前沢1169 立山町元気交流ステーション3階
TEL 463－3356  FAX 463－2334
E-mail info@tateyama-shakyo.jp 

秘密厳守/相談無料　●電話での相談及び匿名可

ふれあい総合相談センター
TEL 463－5856 相談受付電話

お問合せ・申込み先

8月ふれあいいきいきサロンリーダー研修会
子育てサロンリーダー研修会
福祉教育サポーター設置検討委員会
出逢い応援事業おむすびくらぶ推進委員会
　　　　　　〃　　　　　　　全体研修会
　　　　　　〃　　　　　　　支援員情報交換会

ケアネット活動全体研修会
出逢い応援事業おむすびくらぶ
ファッション講座（男性対象）

1日水
10日金
15日水
17日金

7月 5日水
23日日

この広報紙は、一部共同募金の配分により発行されています。

7月 中止 ウエルシア富山立山店ウェルカフェ

8月 中止 ウエルシア富山立山店ウェルカフェ

◆ふくしなんでも相談カフェ～出張心配ごと相談～

◆出逢い応援相談
第1・3土曜日  午前 10時00分～12時00分（予約制）
第1・3木曜日  午後　6時00分～ 8時00分（予約制）
第2・4木曜日  午後　1時30分～ 3時30分（予約制）
第2・4火曜日  午後　6時00分～ 8時00分（予約制）

相
談
日
時

ふれあい総合相談センター
◆専門相談

担　　　当 7月 8月
遺産相続、扶養、土地家屋、損害賠償やその他法律に関する相談

法律相談 午後1時30分〜3時30分
富山県弁護士会弁護士 ＊予約が必要です

2日木 6日木

行政・公共施設への苦情・意見提案　
行政相談 午後1時30分〜3時30分

行政相談委員
9日木 13日木

扶養・名誉棄損など人権に関する相談
人権相談 午後1時〜４時

人権擁護委員
─ 19日水

生活や就労などに関する相談
生活就労相談 午前10時〜11時30分
富山県東部生活自立支援センター相談員

15日水 12日水

◆心配ごと相談 午後1時30分〜午後3時30分 （敬称略）

7月 担当相談員 8月 担当相談員
2日木
9日木

16日木
30日木

薄 田 　 裕 子
森 川 　 啓 一
蔵 林 　 　 誠
柴 田 　 明 子

6日木
13日木
20日木
27日木

橘 　 　 孝 次
職 員 対 応
髙 﨑 　 　 博
岡 　 　 節 子

今月のお知らせ

　標記講座に関して、9月中旬頃からの開催に向
けて現在調整しています。広報9月号及び町社協
HPにて随時情報を公開いたします。

福祉教育サポーター養成講座（延期）

　標記サロン活動については、6月より段階的に
活動を再開しています。ただ、しばらくは、感染対
策を講じ、様子を見ながら実施しています。詳し
くは、中面６P、７P下段をご参照下さい。

みらいぶくつろぎサロン
の再開について

　左記にある専門相談の他、中面5Pをご参照い
ただき、気になることや不安なことがあれば、抱
え込まずに各種相談窓口をご活用ください。

各種相談窓口の活用について

下記の日程は、すべて現段階の予定です。新型コロナウイルスの感染拡大予防の観点からやむを得ず、
中止・延期となることがございますので、連絡等にてご確認いただきますようお願い申し上げます。
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